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日本薬学図書館協議会東海地区協議会協賛

　　東海地区医学図書館協議会・平成19年度実務担当者会議　　　
日時：2008年1月25日（金）10時30分～16時

会場：名古屋市立大学病院　第1会議室　（病棟･中央診療棟４F）
　　　 〒467-8602　名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄1　 Tel（052）851-5511（病院代表）

（052）853-8030（総合情報ｾﾝﾀｰ川澄分館）
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【　日程　】

10:00～10:30 　受付
10:30～12:00　第1部「患者さんへの医学・医療情報提供　～患者図書室の実際～」①
講演「患者図書室の現状と課題」
講師　池上英隆　氏（いいなステーション・プランナー）
  最近、急速に増加してきた「患者図書室」について、その現状・問題点、
　さらに課題等についてお話いただきます。

12:00～13:00　昼食　（ご希望の方にお弁当を用意します。参加申込書でお申し込みください。）
[image: image4.wmf]13:00～14:45　第1部「患者さんへの医学・医療情報提供　～患者図書室の実際～」②
報告：東海地区における患者図書室の現状
　 東海地区における患者図書室の実態アンケートを行い、その結果を発表します。
　 患者図書室を設置している病院には、紹介をしていただきます。
　 その後、患者図書室についての意見交換、名市大病院の
   患者情報ライブラリーの見学も予定しています。

14:45～16:00　第2部「一般市民への医学・医療情報提供
～医学図書館と公共図書館連携の試み」

　　　　　　　  事例報告「実践から考える地域健康支援の可能性」
　　　　　　　  講師　市川美智子　氏（愛知医科大学医学情報センター）

　　　　　　　　　地域の公共図書館と連携して、医療・健康に関するパスファインダーを作成する

など、様々な取り組みをしている愛知医科大学の事例を紹介していただき、医学

図書館が一般市民への医学・医療情報提供にどのように関われるかを探ります。

　　　







